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 本研究では，教員による情報モラルの指導に関する実態調査から明らかになった「教材に関

する課題」「指導内容や方法に関する課題」を考慮し，自校の児童生徒の実態や様々な指導機

会に応じた教材を選択し組み合わせることができる教材集を作成し提供する。このことによ

り，教員による体系的な情報モラルの指導の充実を図った。 
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Ⅰ 研究主題 

児童生徒の実態に即した体系的な情報モラルの指導に関する研究 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

『学習指導要領解説総則編』において，情報モラルとは，「情報社会で適正な活動を行うための

基になる考え方と態度」と示され，教科等の指導で身に付けさせることとしている。具体的には，

「他者への影響を考え，人権，知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつ

ことや，危険回避など情報を正しく安全に利用できること，コンピュータなどの情報機器の使用に

よる健康とのかかわりを理解すること」などの内容である。また，普及の著しい情報通信端末を使

用する上でのさまざまな問題に対して，「地域や家庭との連携を図りつつ，情報モラルを身に付け

させる指導を適切に行う必要がある」とも記されている。 

当センターでは，これまで移動センターや要請研修を実施し，県内の情報モラルの教育の充実・

推進を図ってきたが，情報モラルに関する指導を，教員自らが継続的に行うまでには至っていない

のが現状である。これは，情報モラルの指導の必要性を感じてはいるものの，日々変化・進展して

いるコンピュータや情報通信端末の機能や使用方法，使用者の低年齢化などの現状に即した教材が

十分に準備されていない事が要因の一つであると考える。 

そこで，当センターが提供している既存の教材を見直すとともに，情報社会の進展により発生す

る新たな問題に対応した教材を加え，教員が児童生徒の実態に即した選択できるよう，体系化した

教材集を提供することが必要であると考え，本研究主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究の目的 

  児童生徒の実態に即した体系的な情報モラルの指導の充実に資する。 

 

Ⅳ 研究の目標 

  教員による情報モラルの指導において，指導の充実を図るため，児童生徒の実態や様々な指導機

会に合った教材を選択し，組み合わせることができる体系化した教材集を提供する。 

 

Ⅴ 研究の見通し 

情報モラルの指導に関する実態調査で明らかになった準備段階における課題の解決を目指し，自

校の児童生徒の実態に合った教材を選択し，組み合わせることができる教材集を提供することによ

り，体系的な情報モラルの指導の充実を図る。 
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Ⅵ 研究構想 

 １ 研究についての基本的な考え方 

(1) 情報モラルの指導について 

     情報モラルは，全校種の『学習指導要領解説総則編』及び『道徳編』において「情報社会で

適正な活動を行うための基になる考え方と態度」と定義されている。また，『教育の情報化に

関する手引』では，情報教育の目標の３観点の一つである「情報社会に参画する態度」におい

て重要な柱として位置付けられている。 

    情報モラルの目標は，「心を磨く領域」（倫理的な態度）と「知恵を磨く領域」（情報安全

の考え方）を相互に関連させながら「情報社会を生きる上での正しい判断力」を身に付け，よ

りよい情報社会の創出を目指す実践的な力を育てることであり，発達段階に応じて体系的に指

導する必要があるとされている。さらに，全校種の『学習指導要領解説総則編』では，「各教

科等の指導に当たっては，･･･情報モラルを身に付け･･･」と示されているように，情報教育や

道徳教育に限らず，すべての教科において指導することになっている。情報モラル教育をより

効果的に行うためには，学校での指導だけではなく家庭や地域との連携を密にし，最新の情報

を共有しながら情報モラルを身に付けさせる指導を適切に行うことも重要とされている。 

学校では，児童生徒の情報通信端末の所持率が高くなったことや，SNSの利用によるトラブ

ルが増加してきたことにより，これまで以上に情報モラルの指導の必要性を意識するように

なってきている。携帯電話事業者や警察などによる出前講座，当センターが行っている情報モ

ラル授業（移動センター・要請研修）や情報モラル研修講座を活用する学校が増えているの

は，このためであると考えられる。このような外部団体を活用した情報モラル指導は，『教育

の情報化に関する手引』でも有益な方法として紹介されており，積極的に活用することが望ま

れる。また，このような取り組みに加え，児童生徒の実態を把握している教員がさまざまな指

導機会を捉え継続的に指導していくことが最も重要である。 

 

(2) 児童生徒の現状について 

ア 情報通信端末使用者の低年齢化 

     『平成25年度青少年のインターネット利用環境実態調査報告書』（内閣府政策統括2014）

によると，【図１】に示す通り

平成21年度は「中学生」で携帯

電話（PHS・スマートフォンを

含む）使い始めた割合が最も多

く45.6％であったが，平成22年

度以降は「小学生」の割合が「

中学生」の割合を上回り，平成

25年度には47.6％と最も多くな

っている。このことから，携帯

電話（PHP・スマートフォン含

む）の使用者がさらに低年齢化

していくことが予想される。 
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【図１】携帯電話（PHS・スマートフォン含む）を使い始めた時期 
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イ インターネットの利用状況 

学校種別にインターネット接続機器の利用状況について，『平成26年度青少年のインターネ

ット利用環境実態調査報告書』（内閣府政策統括2015）によれば，【図２】に示す通り，小学

生・中学生では，「ゲーム機」でのインターネット接続利用が最も多いが，学校種が上がるほ

ど「スマートフォン」の利用が多くなっており，高校生においては約９割が｢スマートフォン｣

を利用しインターネットに接続している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 情報モラル授業・情報モラル研修の推移 

当センターでは，教員が体験的な学習活動を取り入れた情報モラル指導ができることを目指し，

平成18年度に開発した「情報サイト」をはじめ，情報通信端末の進化に対応した学習教材を多数

開発し提供してきた。また，教材を活用した要請研修（情報モラル授業）や情報モラル研修等を

県の事業として実施することで，県内の情報モラル教育の充実を目指し普及・推進に努めてきた。 

平成23年に事業が終了したことにより，要請研修の依頼は減少したが，インターネットに繋が

るゲーム機やポータブル音楽プレ

ーヤーによる小中学生のトラブル，

家庭におけるタブレットPCやスマ

ートフォンの普及によるSNSなど

の新たな問題が発生してきたこと

により，小中学校の児童生徒への

示範授業や教職員研修，保護者対

象の学習会などの要請研修の依頼

件数は【図３】に示す通り増加傾

向にある。 

 

 

【図２】インターネット接続機器別の利用状況 

2009 2010 2011 2012 2013 2014
その他 22 14 9 15 24 22
特別支援 1 0 3 2 1 2
高等学校 25 8 13 6 9 5
中学校 48 35 31 3 13 28
小学校 47 52 50 9 25 57
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【図３】情報モラル授業・情報モラル研修の推移 
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(4) 教員による情報モラルの指導の実態 

教員による情報モラル指導の実態を把握するため，研究協力員の所属校及び要請研修実施校の

教員を対象に，情報モラルの指導に関するアンケートを実施した。アンケートの内容と結果につ

いては次のとおりである。 

ア 調査対象（管理職を除く） 

小学校  ８校 教員  78名 

中学校  ７校 教員 113名 

高等学校 ３校 教員 116名 合計307名  

イ 調査項目  

 【資料１】に示す通り，情報モラルの指導の有無，指導する上での課題について調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】情報モラルの指導に関するアンケート 
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ウ 結果と分析 

児童生徒の実態から，情報モラルの

指導の必要性を感じているかについて

は，【図４】で示す通り「感じている」

と「どちらかというと感じている」の

回答を合わせると98％の教員がその必

要性を感じているという結果となり，

情報モラルの指導への関心が高いこと

が分かる。 

  教員による情報モラルの指導の実施 

状況については，【図５】で示す通り 

「ある」と回答した教員が65％であり，

主に学級活動や教科指導等で実施され

ていた。一方，35％の教員が「ない」

と回答しており，必要性を感じている

割合から考えると，情報モラルの指導

が十分に行われているとは言えない。  

情報モラルの指導上の課題について

みてみると，指導経験があると回答し 

た教員においては，【図６】で示す通り教材や資料に関する項目で36％，指導方法や内容に関する

項目で27％であり，約６割の教員が準備段階において，課題を抱えていることが読み取れる。特に

「教材や資料を準備する時間がない」と回答した教員の割合が最も多く22%であった。このことか

ら，指導はしているが十分な準備ができないまま指導にあたっていると考えられる。 

また，指導経験がある

と回答しているにもかか

わらず，「担当者任せに

なっている」と回答した

教員がいることから，数

回の指導にとどまり，実

態にあった継続的な指導

をするまでには至ってい 

ない状況が推測される。 

一方で，指導経験がな

いと回答した教員の指導

していない理由をみてみ 

ると，次頁【図７】で示す通り，「担当者任せになっている」が最も多い。 

その他の項目に注目してみると，教材や資料に関する項目と指導に関する項目の割合を合わせる

と５割を超えていることから，指導しようと考えている教員においても，準備段階に課題があるこ

とが分かる。 

4%

16%

18%

13%

14%

22%

14%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

担当者任せになっている

指導時間を十分に確保できない

指導内容の視点が定まらない

指導方法がよく分からない

教材や資料を準備する時間がない

教材や資料の収集方法が分からない

【図６】「ある」と回答した教員が抱えている課題 

ｎ=307 

【図５】情報モラルの指導の実施状況 

65% 35%
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ある ない 

【図４】情報モラルの指導の必要性 
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どちらかというと感じている

感じている

0% 20% 40% 60% 80% 100%ｎ=307 

ｎ=307 
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  以上のことから，多く  

の教員が情報モラルの指 

導の必要性を感じてはい 

るが，教材や資料または 

指導の方法や内容などの 

準備に課題を抱えている 

ことが明らかになった。 

これらの課題を解決す 

るためには，教員が自校 

の生徒の実態に即した教 

材を容易に準備し指導で 

きる教材集を継続して提供していくことが必要であると考えた。 

 

２ 研究構想図 
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16%
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指導内容の視点が定まらない

指導方法がよく分からない
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教材や資料の収集方法が分からない

【図７】「ない」と回答した教員が抱えている課題 
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【図８】研究構想図 
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Ⅶ 実践と結果の考察 

１ 既存教材の再分類 

   当センターで作成した情報モラルの指導用体験型教材には，「情報サイト」「スタモバ」「ス

タモバLAN」「情報サイトLAN」「ゲーム機です」など，情報機器を使用した教材とワークシート

や読み物などプリントの教材とがある。本研究では，初めて指導する教員や情報機器に詳しくな

い教員が，児童生徒の実態に合わせ容易に教材を選択し組み合わせることができる教材集の提供

を目標にしていることから，ワークシートや読み物などプリントの教材を収集することにした。

また，要請研修（情報モラル指導）の際に使用していたプレゼンテーション用のスライドについ

ても，要請があった学校から提供して欲しいとの要望があったため，あわせて整理し分類するこ

ととした。 

   対象となる教材は【表１】に示す通りである。 

    

 教材名・開発した年度・説明 

１ 

情報モラルを学ぼう 小学校編－第４版－ 

2006年度（平成18年度） 

 児童生徒に，情報社会適正な活動を行うための基となる考え方や態度の育

成を目指して作成された情報モラルテキスト。 

 

２ 

情報モラル 中学校短学活・授業活用における情報モラル指導 短学活編 

2010年度（平成22年度） 

中学校における携帯端末のコミュニケーション機能を適切に活用できる能

力を育成する指導に役立つ体験的な学習活動に対応した短学活や授業で活用

できる教材。 
 

３ 

情報モラル 中学校道徳における情報モラル指導 道徳編 

2010年度（平成22年度） 

中学校道徳における他者への共感や思いやり，法やきまりのもつ意味など

について生徒に考えを深めさせるための教材。 
 

４ 

情報モラル 高等学校編－第１版－ 

2009年度（平成21年度） 

 当センターが開発した「情報サイト」と共に活用できる実践的・体験的な

学習活動を取り入れた高等学校用情報モラルテキスト教材。 

 

５ 

高等学校における道徳的実践意欲を高める情報モラル指導の在り方に関す

る研究 

2014年度（平成26年度） 

 高等学校の道徳教育の一環として，インターネット 

における情報の発信と受信の際に必要な道徳的判断力や道徳的心情の在り方

について，生徒が考えを深めることのできる教材を作成し，その活用を通し

て生徒の道徳的実践意欲を高める指導に役立てようとするものです。 

 

【表１】岩手県立総合教育センターが開発した既存の教材（プリント教材） 
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６ 

要請研修（情報モラル指導）用に作成したプレゼンテーション用スライド 

 

（例） 
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２ 新たな教材の作成 

新たな教材の作成にあたっては，次の点に考慮し作成することにした。 

・インターネットに接続できる機器やサービスの多様化，無線LAN環境等のインフラの発達など， 

情報社会の急速な進展に対応した指導内容とする。 

・情報モラルの指導に関するアンケート結果で明らかになった「教材や資料の準備に関する課題」 

「指導方法や内容に関する課題」を考慮した構成とする。 

  このことを踏まえ，児童生徒用の「ワークシート教材」，教員用の「指導用資料」，プレゼンテ 

  ーション用の「スライド教材」を作成することにした。それぞれの内容については，次の通りで  

ある。 

(1) ワークシート教材及び指導用資料 

ワークシート教材及び指導用資料の作成にあたっては，当センターの先行研究である「中学校

における携帯端末のコミュニケーション機能利用に関する情報モラル指導の研究－体験的学習活

動に対応した短学活や授業で活用できる教材の開発を通して－」で開発した教材を参考に作成し

た。また，指導用資料については指導内容や補足事項を最小限にし，初めて指導する教員でも準

備し指導できるように考慮した。 

ア ワークシート教材（児童

生徒用）の内容【図９】①

の部分は，教材のタイトル

である。児童生徒に興味を

持たせるような表現にした。

【図９】②の部分は，事例

説明である。図を用いるこ

とで事例の場面を想起しや

すくした。 

 【図９】③の部分は，選 

択問題とした。ここでは， 

児童生徒がどのような考 

えで判断したかをみるため 

に，単に記号で答えさせる 

のではなく，理由も答えさ 

せるなど工夫した。 

 【図９】④の部分は，最 

後に児童生徒が学んだこと 

を自らの言葉でまとめるた 

めの欄である。 

下部にあるキーワードは， 

中学生以上の教材に記載し 

てあり，学んだことをまと 

める際のヒントとして使用 

させるようにした。 
【図９】ワークシート教材 

① 

② 

③ 

④ 



- 10 - 

 

イ 指導用資料（教員用）の内容 

【図10】①の部分は，ワークシ 

ート教材（児童生徒用）と同じ 

タイトルである。 

    【図10】②の部分は，指導の 

ねらいであり，教材を通して児     

童生徒に身に付けさせたい知識 

や心構えを示している。 

    【図10】③の部分は，展開例 

である。展開例の順に進めるこ   

とで，初めて指導する教員でも 

負担感なく指導できると考えた。 

また，指導内容を箇条書きで示 

すことにより，「指導内容の視 

点が定まらない」という課題を 

解消できると考えた。 

 【図11】④の部分は，専門的 

な用語の説明や指導上必要と思 

われる事項の補足説明を記載し 

た。ワークシート教材および指 

導用資料は，指導する教員が児 

童生徒の実態に合わせ，教材の 

内容を柔軟に加筆・変更ができ 

るようにWord形式で作成した。 

 

(2) スライド教材 

スライド作成にあたっては，要

請研修（情報モラル指導）で作成

したプレゼンテーション用のスラ

イドを基に，ワークシート教材の

指導内容に合わせ修正を加えなが

ら作成した。また，指導する前の

準備に時間が掛からないようにす

るため，次の点に配慮し作成した。 

   ・スライドの枚数は，１枚目のタイトルスライドを含め最大６枚を目途とする 

・スライドの順番は，ワークシート教材と併用できるように展開例に合わせる 

   ・スライド教材だけでも指導できるように，各スライドに指導内容を加え，ノート形式で印刷 

    してすぐ利用できるようにする 

スライド教材は，指導時間に合わせ複数のファイルを結合し使用することも考えられる。そこ

で，すべてのスライドのデザインは統一して作成した。  

【図 10】指導用資料（表） 

【図 11】研究構想図（裏） 

① 

② 

③ 

④ 
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スライド教材の例は【図12】および【図13】に示す通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 13】スライド教材（ノート形式） 

【図 12】スライド教材 
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３ 教材の体系化 

  本研究における教材の体系化については，トラブル事例に即した教材を提供することで，教員が

情報モラルの指導で使用する教材を選択しやすくなると考え，インターネット上で発生しているト

ラブル事例や相談事例を収集し分類することにより，体系化することとした。トラブル事例の中に

は，児童生徒が対象ではないものも含まれることが予想されるが，将来社会人になることを踏ま

え，教材を作成する際には，発達段階に応じて適切な事例を取捨選択することで対応することとす

る。 

(1) トラブル事例の収集と分類 

トラブル事例の収集にあたっては，総務省「インターネットトラブル事例解説集」，警察庁「

サイバー犯罪対策」，国民生活センター「インターネットトラブル」，インターネットホットラ

イン連絡協議会のサイトで掲載されたトラブル事例や相談事例に，岩手県立県民生活センターか

ら提供して頂いた県内の小学生，中学生，高校生を対象とした相談事例を加え，約500件のイン

ターネットトラブルに関する事例を収集した。 

収集したインターネットトラブル事例からキーワードを抽出し類似の 20 項目の小分類とし，

さらに「コミュニケーション」「金銭・契約」「情報セキュリティ」「健康・安全」「自他の権

利」の５つに大分類することにした。 

分類した結果は【表２】で示す通りである。 

   

大分類 小分類 キーワード 

コミュニケーション 

マナー・ルール マナーモード，優先席，電気窃盗，ネット上の会話など 

いじめ・誹謗中傷 悪口，いやがらせなど 

迷惑メール なりすまし，チェーンメール，誤送信など 

犯行予告 爆破，殺人，誘い出し，暴行など 

サイト誘引 広告，ＵＲＬなど 

偽情報 ◯◯円の収入，調査予告，システム修理など 

金銭・契約 

不当請求 高額請求，架空請求，アダルトサイト(登録，入会，退会料金) 

ショッピング・個人売買 商品不達，架空請求，不正契約，違法売買など 

オンラインゲーム 課金請求，アイテム盗むなど 

オークション 違法品，盗品，偽物，商品不達，代金未払など 

情報セキュリティ 

流出・漏洩 個人情報流出，アドレス流出，口座情報漏洩，USB紛失など 

有害情報 盗撮，わいせつ画像掲載，リベンジポルノなど 

不正アクセス サイトへの不正アクセス，不正アプリなど 

サイバー攻撃 Dos攻撃，アノニマス攻撃など 

ウイルス ウイルス，マルウェア，脆弱性，感染など 

健康・安全 
依存 オンラインゲーム，既読無視など 

事故 ながらスマホなど 

自他の権利 

著作権 音楽，画像，動画，文章など 

商標権 偽ブランドなど 

肖像権 顔写真の投稿など 

【表２】インターネットトラブル事例の分類 
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(2) 教材集の作成 

  トラブル事例の分類を基に，『ここからはじめる 情報モラル指導者研修ハンドブック』（平

成21年度文部科学省委託事業）で示された「情報モラル指導モデルカリキュラム表」を参考にし

ながら，情報モラル指導用教材の体系化を図った。体系化した教材は，センターWebページ等で公

開し，教員が自校の児童生徒の実態に即した教材を選択し組み合わせる事ができるようにする予

定である。  

  【図14】は，教材集のトップページであり，教材集の全体構成が分かるように大分類（コミュ

ニケーション，金銭・契約，情報セキュリティ，健康・安全，自他の権利），道徳用教材，保護

者用，リンク集，スライド教材の結合の９つの項目に分けた。それぞれの内容が分かるように小

見出しと簡単な説明およびキーワードを付けることにより，指導する教員が選択しやすいように

レイアウトした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【図 14】「情報モラル＝指導用教材集＝」のトップページ 
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(3) 大分類した項目のページ構成 

五つに大分類した項目の各ページの構成は【図15】に示す通りである。 

    ①「分類」    ･･･小分類名を表示 

    ②「テーマ」   ･･･ワークシート教材で設定したテーマを表示 

    ③「対象」    ･･･該当する校種が分かるように記号を表示 

               小学校については，対象学年を「◯年～」と表示 

    ④「教材」    ･･･ワークシート教材（Word，PDF），スライド教材の別を表示 

    ⑤「領域＜分野＞」･･･指導内容が「情報モラル指導モデルカリキュラム表」で示す２領域 

               ５分野のどれに該当しているか表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【図 15】大分類した項目の各ページの構成 

① ② ③ ④ ⑤ 
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(4) 保護者用ページの構成 

   保護者用ページの構成は【図16】に示す通りである。 

 

 

(5) リンク集ページの構成 

   リンク集ページの構成は【図17】に示す通りである。 

 

   

 

 

【図 16】保護者用ページの構成 

【図 17】リンク集ページの構成 
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(6) スライド結合ページの構成 

スライド結合ページの構成は【図18】に示す通りである。 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

    

このページは，複数のスライド教材を結合し，新規にスライド教材を作成するためのページで

ある。複数のテーマを

同じ時間内で指導する

際に，スライド教材の

ファイルを一つひとつ

開いていたのでは時間

がかかる。そこで，複

数の操作や処理をまと

めて実行させるマクロ

を使用し，複数ファイ

ルの結合を自動化した。 

 スライド教材を結合

する操作については，

Webページ上の手順だ

けでは分かりにくいと

思われるので，【図19】

に示す通りの手順書を

同ページからダウン

ロードできるようにし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 18】スライド結合ページの構成 

【図 19】スライド教材の結合手順 

結合用スライド.zip 
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４ 研究協力員による指導実践及び検討 

(1) 新たに作成した教材を活用した指導実践 

  ア 実施日と対象校・学年 

    平成 27年 12月 21日（月） ５校時 特別活動  

    一関市立永井小学校 ５年生（15名） 

  イ 使用教材 

   (ｱ) 教材１ 

教 材 名：「文字だけで気持ちは伝わる？」 

大分類名：コミュニケーション 

小分類名：ルール・マナー 

種  類：ワークシート教材，スライド教材 

 (ｲ) 教材２ 

教 材 名：「会員登録が完了しました？」－ゲーム攻略サイト－ 

   大分類名：金銭・契約 

     小分類名：不当請求 

     種  類：ワークシート教材，スライド教材 

  ウ 使用機器 

    ・ＰＣ 

    ・プロジェクター 

    ・プロジェクタースクリーン（マグネット式） 

  エ 指導のねらい 

    本時のねらい ： 情報機器の危うさを知り正しい使い方を知る。 

    教材１のねらい： 文字による伝達の特徴を理解させ，相手の気持ちを考えた適切な表現に 

よる情報伝達の大切さに気付かせる。 

    教材２のねらい： あやしいサイトに遭遇した時の対処方法を理解させる。 

オ 指導実践の概要 

    指導実践の概要を【資料２】に示す。 

 

段階 学習内容・学習活動 教師の発問(Ｔ)と児童の反応(Ｃ) 指導上の留意点等 

つ
か
む 

・スマートフォンを使用し

た経験をペアで話し合い

発表する。 

 

 

 

 

・本時のねらいを確認す

る。 

Ｔ：どんなことに使ったことがある  

  か。 

Ⅽ：ゲーム，YouTube，カメラ 

  LINE，google，電話 

Ｔ：使ってみてどう思ったか。 

Ｃ：面白い，楽しい，便利 

Ｔ：いいことばかりか。 

Ｃ：悪口，ゲームで間違ってお金 

をいっぱい使った。 

・スマートフォンの写真を提示

する。 

・スマートフォンを使用した経

験についてペアで話し合わせ

ることで，興味・関心を持た

せる。 

 

・ねらいを板書する。 

考
え
る
① 

・説明を聞き場面を理解す

る。 

 ・【教材１】スライド教材を表

示し説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】指導実践の概要 
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・二人がケンカになった理

由を考え記入する。 

 ・「いいよ」がポイントとなる

こと説明する。 

・なぜ，二人がケンカになった

かを考えさせ，【教材１】

ワークシート教材に記入させ

る。 

 
・自分が考えた理由を相手

に伝える。 

Ｔ：ケンカになった理由は何か。 

Ｃ：行けるの意味での「いいよ」と

行けないの意味での「いいよ」

があったから。 

 

・二人がケンカになった理由を

ペアで話し合わせる。 

 

 

 

 

・自分の考えを発表させる。 

 

 

た
し
か
め
る
① 

・文字だけの情報伝達の難 

 しさを確認する。 

 ・文字情報だけだと相手の表情

や視線等が分からないため，

情報がうまく伝わらないこと

を理解させる。 

・メール等での会話で気を

つけることをペアで話し

合う。 

Ｔ：ケンカしないためにはどうした

らよいか。 

Ｃ：分かりやすくする（絵文字）。

分かりやすい言葉をつかう。自

分の気持ちを伝える。 

・ケンカにならないために気を

つけることについて考えさせ

る。 

・分かりやすい言葉をつかい，

相手の気持ちを考え伝えるこ

とが大切であることを理解さ

せる。 

 

 

・対処法を確認する。  ・【教材１】スライド教材を表

示し対処法について確認させ

る。 
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考
え
る
② 

・説明を聞き事例を理解す

る。 

Ｔ：どのようなゲームをするか。 

Ｃ：TUMU TUMU，モンスト 

・【教材２】スライド教材を表

示し事例を説明する。 

・会員登録画面から分かる

ことを見つける。 

Ｔ：この画面を見てわかったことは

何か。 

Ｃ：３日以内に 97,200 円を払う。

勝手に登録された。 

 

・突然表示された会員登録画面

を見てわかることを見つけさ

せる。 

 
 

・設問１の選択肢から対処

方法を選ぶ。 

 ・【教材２】ワークシート教材

の設問１を考えさせる。 

 
・挙手させ何を選んだか確認す

る。 

・自分の意見をはっきり伝

える。 

 

Ｔ：なぜ「イ」を選んだか。 

Ｃ：退会する操作をすることにより

やめられる。電源を切るとデー

タが残ると思う。 

・正解「エ」以外の選択肢を選

んだ児童にその理由を聞く。 

 

 

 

 

・選択肢ごとにどのような結果

になるか説明する。 

・気をつける点について自

分の考えを話す。 

Ｔ：気をつけることは何か。 

Ｃ：詳しい人や親に聞く。 

電源を切る。このようなサイト 

を開かない。 

・ペアで気をつけることを話し

合わせる。 

た
し
か
め
る
② 

・対処法を確認する。  ・【教材２】スライド教材を表

示し対処法について確認させ

る。 

ま
と
め
る 

・学習し「わかったこと」

と「感想」を記入する。 

・まとめたことを発表す

る。 

 ・学習して「わかったこと」

「感想」をまとめさせる。 

・まとめたことをペアで交流さ

せたあとに発表させる。 

 

・自分勝手に判断しない。正し

い使い方に注意することが大

切であることを確認させる。 
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カ 児童が分かったことや感想 

  児童がワークシート教材のまとめで記入した内容を次に示す。 

   ・メールなど文字だけで話すときは分かりやすい言葉に直したりすることと，ホームページで 

    攻略本などを見る時は，誰かに相談したりすることが大切だと分かりました。これからこの   

    学習を生かして生活していきたいと思いました。 

   ・不正にお金を払うのは全部詐欺ということが分かりました。そのサイトがあやしくないか確 

かめてからやろうと思いました。 

   ・危険を感じたら戻るボタンを押すか電源を切ることが大切だということが分かりました。あ 

やしいサイトがあったらサイトを開かないようにして，もし，開いてしまって支払ってくだ 

さいと言われたら，お家の人に相談することが大切だと言うことが分かりました。 

   ・スマートフォンやアプリを使うときには色々な注意が必要だということが分かりました。僕 

はスマートフォンやアプリを使っていませんが，大きくなったら，今日勉強したことを，気 

をつけたいと思いました。 

 キ 指導実践から分かったこと 

   指導者や参観した教員からの意見により，次のようなことがわかった。 

   ・１時間の指導時間において，２つの教材を活用し指導することができる。 

   ・スライド教材のスライドの順番を自由に入れ替えるなど工夫し活用することができる。 

   ・指導者が，指導のイメージを持つため指導用資料の展開案に発問例も記載するとよい。 

   ・理解をより深めさせるため，指導用資料の展開案にペアやグループでの交流場面を設定する 

とよい。 

   ・小学生用のワークシート教材については，文字の大きさや記入欄の幅に留意する必要がある。 

   ・設問１については，校種に応じた設問にする必要がある。 

   ・ワークシート教材の下部にあるキーワードについては，キーワードの説明が必要であること 

から，小学生においては必要ない。 

   ・初めて指導する教員でも，教材を使用することで指導が可能である。 

(2) 研究協力員による検討 

   ６名の研究協力員に教材集の構成や教材について検討して頂いた。 

検討を要する意見については，次の【表３】に示す通りである。 

 

項 目 検討を要する事項 

体
系
化
（
分
類
） 

大分類 

ログ情報から個人が特定できる内容を加える予定はあるか 

「心身」は，「使いすぎ」「心身への影響」などがよいのではないか 

「コミュニケーション」は，「コミュニケーション・トラブル」ではどうか 

「心身」は，「健康・安全」か「健康・事故」ではどうか 

時事的（タイムリー）内容を追加してはどうか 

「情報を発信する」「情報を受け取る」「身を守る」などケース別コーナーも

あると指導者としては助かる 

小分類 

「マナー・ルール」は，「ルールやマナー」「ルールとマナー」ではどうか 

「サイト誘引」は，「危うい（危険）サイトへの誘引」ではどうか 

「ＳＮＳ」や「投稿による炎上」などのトラブル及び対処法を加えてはどうか 

【表３】研究協力員による検討事項 
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大分類の各ページ 対象となる校種により教材の内容を吟味する必要がある 

保護者用のページ 

ネット，ゲーム依存の解決に関する保護者の対応についての内容があるとよい 

保護者へ「何を」「どのように」「いつ」伝えるかと言った内容があるとよい 

「家庭でのルールづくり」に関する参考資料やワークシートがあるとよい 

「クレジット管理」「パスワード管理」について実際の被害の様子がわかると

よい 

具体的なトラブル事例があるとよい 

親としてのマナーやモラルを考える教材があるとよい 

保護者用のページの上部に「保護者の皆様へ」（仮称）を用意し，家庭での情

報モラルの必要性を強調してはどうか 

リンク集のページ ビデオ教材があるリンク先を加えてはどうか 

スライド結合のページ コンピュータ操作に不安がある人には言葉が難しい 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
教
材 

ワークシート 

小学生の場合，書く欄は大きい方がよい 

記入する欄に罫線があると書きやすい 

発達段階に応じた事例を盛り込み，その年齢に応じたものにして欲しい 

まとめ（設問２）の例が欲しい 

設問２に「キーワードを使用して」という指示があってもよい 

指導用資料 

補足説明に実際に発生した事例があるとよい 

問題解決のための発問例（主発問）もあるとよい 

展開の中にペアやグループでの交流場面を追加したほうがよい 

補足説明に法的な内容を加えたほうがよい 

ス
ラ
イ
ド
教
材 

スライド 

（ノート形式） 

授業の展開とシートにリンクさせて，４枚程度がよい 

「つかむ（導入）」「考える」「たしかめる」「まとめる」など 

ビデオ教材も最初からスライドにあると，コンピュータ操作に不安がある人に

とっては親切なのではないか 

 

(3) 考察 

   研究協力員による指導実践や検討事項から，体系化の基となる分類，ワークシート教材やスラ 

イド教材については概ね適切であるとの意見を頂くことができた。しかし，細部においては改善 

しなければならない点もあり，検討事項を参考にしながら修正していきたい。特に，校種に応じ 

た指導内容については，発達段階を考慮した内容や補足説明，最新のトラブル事例に対応した内 

容など，より充実した内容にしたいと考えている。また，保護者に関する部分については，リン 

ク集のみならず，教員が保護者に対して説明する際の説明資料や，プレゼンテーション資料など 

を加えていきたい。 
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Ⅷ 研究のまとめと今後の課題 

 １ 研究のまとめ 

   本研究は，自校の児童生徒の実態や様々な指導機会に応じた教材を選択し組み合わせることが 

できる教材集を作成し提供することにより，教員による体系的な情報モラルの指導の充実を図る 

ものである。 

   そのために，既存の教材と新たに作成した教材（ワークシート教材，スライド教材）を「コミ 

ュニケーション」「金銭・契約」「情報セキュリティ」「健康・安全」「自他の権利」の５つに

分類し体系化を図った。さらに，保護者用のリンクサイト及び情報モラルの指導に関する情報を

収集するためのリンク集を加え，教材集として作成することができた。  

２ 今後の課題 

   ・指導実践での活用機会が少なく，教材の有用性を確認する事ができなかった。特に校種に応 

じた指導内容の違いについて，活用した教員から意見を頂きながら修正を加えて行く必要が 

ある。 

・今後の情報通信端末，SNS等のアプリやサービスなどの情報社会の進展に対応した教材の追 

加や内容の修正を継続して行っていく必要がある。 

    

＜おわりに＞ 

 この研究を進めるに当たり，ご協力いただきました研究協力校の先生方，児童（生徒）のみなさん

に心からお礼を申し上げます。また，研究協力員としてご協力いただきました先生方に感謝申し上げ

ます。 
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